
施策評価（平成２５年度事業評価）について 

 

平成 27 年 2 月 26 日 

 

 第２次篠山市総合計画（前期基本計画）に掲げる施策「施策小（施策の目標）」について、

平成２５年度事業の評価を行いましたので、全４１施策について公表をいたします。 

 

１【施策評価の目的】 

「第２次篠山市総合計画前期基本計画」に掲載している施策の目的が達成されている

かを評価し、結果を公表します。 

また、「施策指標」は、計画目標と現状との乖離、進捗度を測る指標としています。 

  ※「第２次篠山市総合計画前期基本計画」は市のホームページにも掲載しています。 

 

２【施策評価の対象】 

「第２次篠山市総合計画前期基本計画」に掲載している「施策小(施策の目標)」全４１

施策を評価しています。 
 

３【評価の方法】 

施策評価は、施策主担当課にて「施策評価表」を作成して一次評価とし、担当部部長

の二次評価を行い、庁内行政評価委員会による総合評価を行っています。 
 

４【施策評価表の見方】 

＜区分（庁内行政評価委員会による総合評価を数値化したもの）＞  

①  構成事務事業の妥当性 

施策に関連して実施する事務事業が、施策目的を達成するために適切な手段となっ

ているかを判断しています。 

    
 

［構成事務事業の妥当性を示す記号］ 

記号 内 容 

３ 構成事務事業は適切。計画通り進める。 

２ 事務事業の規模・内容について改善が必要。 

１ 事務事業の抜本的見直し（休・廃止）が必要。 

 

② 施策の方向性 

総合的に判断した施策の方向性を示しています。 

※方向性は、「構成事務事業の妥当性」や施策の持つ事務事業の評価などから総合的に

判断しており、各評価項目の内容と必ず一致するものではありません。 
 

［施策の方向性を示す記号］ 

 

           

 

   

 

 

 

 

記号 内 容 施策数 

Ａ これまで以上に力を入れる施策。 ８ 

Ｂ これまで通り力を入れる施策。 ３３ 

Ｃ 縮小していく施策。 ０ 

公表用 



③  施策の達成度 

第２次篠山市総合計画の策定時に設定した「施策指標」を中心に、平成２３、２４、

２５年度の実績値や進捗度（平成２５年度目標値に対する平成２５年度の実績値）等を

もとに、平成２５年度の達成度を記載しています。 
 

［達成度を示す記号］ 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

５【施策‐事務事業評価表（施策目的達成のための事務事業）の見方】 

施策に関連して実施する事務事業について、それぞれの事務事業の達成度や評価等を

一覧にしています。事務事業を一覧にすることで、事務事業の重点化や、予算配分に活

用していきます（事務事業棚卸により、事務事業の施策体系への位置付け、目的と手段、

人件費を含めたコスト等の把握を行っています。）。 
 

①  事務事業達成度 

平成２５年度における事務事業の進捗度を記載しています。 

事務事業の活動指標の実績値等は参考値であり、必ず達成度に反映しているもので

はありません。 

※達成度記号は施策の達成度を参照してください。 
 

②  事務事業の評価 

主に事務事業見直しの程度を基準とした４段階に区分し、担当課長による評価をし

ています。 
 

［事業の評価を示す記号］ 

 

③  事務事業の評価の一覧（施策体系内：４０７事業） 

［事業の評価を示す記号］ 

 

 
 
 
 
 
 

 

 

記号 内 容 

◎ 計画より進んでいる 

○ 計画通り進んでいる 

△ 計画より遅れている 

記号 属    性 内   容 

Ａ 計画通り進めることが適切 
事務事業の予算規模、実施方法等について、 

現状のままでよい。 

Ｂ 予算増を伴わない改善が可能 事務事業の実施方法等の改善で足りる。 

Ｃ 予算増減を伴う見直しが必要 
事務事業の統合、規模、内容、実施主体の見直し等、 

通常の改善では足りない。 

Ｄ 抜本的な見直しが必要 事務事業の休・廃止、民営化等が必要となる。 

記号 内   容 事務事業数 

Ａ 計画通り進めることが適切 ３４２ 

Ｂ 予算増を伴わない改善が可能 ４４ 

Ｃ 予算増減を伴う見直しが必要 １０ 

Ｄ 抜本的な見直しが必要 ０ 

－ 評価対象外（事務事業の終期到来等） 11 


